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展開例（変化の割合）

(1) ねらい

１次関数の変化の割合について考察し、その意味を理解することができる。

(2) 準備 生徒…教科書、定規、電卓

教師…学習プリント、グラフ模造紙、定規(大）

(3) 展開 （標準コース）

主な学習活動 時間 指導上の留意点及び支援 評価項目（評価方法）

１ 学習問題を把握する 15

Ｑ選手とＡ選手が１５分間走をしました。下のグラフは、２人のかかった時

間と進んだ距離の関係を表しています。

ｙ（ｍ） Ｑ選手 A 選手

４６００

４０００

３０００

２０００

１０００

χ(分）

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

・「Ａは、Ｑに何ｍ（何 ・座標軸の単位に着目するように促すことによ

分）で抜かれますか。」 り、座標の意味を理解してグラフがよめるように

・「Ｑは、Ａより何ｍ多 する。

く進みましたか。」 ・Ｑ選手とＡ選手のグラフを比較して考える場を

・「Ａが速かった区間は、 設定することにより、交点の意味を理解したり折

どこですか。 れ線が表現していることに気付いたりすることが

・「Ａの速さは各区間で できるようにする。

どのくらい違いますか。」

発問１「このグラフを使って、できるだけ多く問題を作ってみましょう。」
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２ 変化の割合を考える 20
（ｸﾞﾗﾌで考える）

（表で考える）

時間帯 ０～ ２ ２～ ６ ６～１０ １０～１５

時間（分間） ２ ４ ４ ５

距離(m) ７００ ９００ １０００ １０００

○生徒の思考の状況に合わせて、次のような支援 考具体的な事

をする。 象のなかにあ

［①解法の糸口が見つからない生徒に対して］ る二つの量の

・２つの時間帯（２～６、６～１０分）が両方と 関係から、変

も４分間であることを伝え、その上で「同じ時間 化の割合につ

なら、距離がどうなればペースが速いと言えるか」 いて考察する

を考えるように促すことにより、速さを調べる方 こ と が で き

法を理解できるようにする。 る。

［②他の時間帯の比較が分からない生徒に対して］ (プリント、

・関係を表にしたヒントカードを与え、「考えに 観察）

くい理由」と「距離か時間をそろえる方法」を段

階的に聞くことにより、最小公倍数の考えや単位

量あたりの考えに気付くようにする。【最小公倍

数の考え、単位量あたりの考え】

［③ 計算による解法ができた生徒に対して］

・グラフではどのように変化しているかを考える

ように促すことにより、速さとグラフの傾きの関

係に着目できるようにする。【変化の割合の考え】

［④ グラフによる解法ができた生徒に対して］

・「１番速い時間帯は、どのくらい速いか。」と

問いかけることにより、速さの普遍単位に気付く

ようにする。

３ 考え方を比較する 10

○３つの考えの特徴の比較を促すことにより、問

題に応じて使い分けることの大切さがわかるよう

にする。

発問３「それぞれの考えの特徴は、何ですか。」

各時間の長さが違うから２０

分間に走る距離に直して比べれ

ばよい。０～２分の間が速いと

思う。（最小公倍数の考え）

１分間に進む距離を比べれ

ばよい。０～２分の間が速い

と思う。（単位量あたりの考

え）

発問２「Ａさんのペースで、どの時間帯が一番速いか、調べましょう。」

２～６分、６～

１０分の時間帯で

比べたとき、速い

方がグラフの右上

がりが急（傾きが

大きい）である。

０～２分のグラフ

の右上がりの部分

が急であることか

ら速いと思う。

時間や距離をそろえる考えは

最小公倍数が見つかるとすぐで

きるよ。もし小数や分数になっ

たらたいへんだなぁ。

単位量あたりの考えは、

どんなときでも答えが求ま

る。でも電卓がないと計算

が面倒だなぁ。

グラフは一目でわか

るよ。でも微妙な変化

の時は、わかりにくい

かも…。
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４ 変化の割合について 5 ○（ｙの増加量）÷（χの増加量）で求めている 知１次関数の

理解する ことの意味を問うことにより、変化の割合が「χ 変化の割合の

が１増えたときのｙの増加量」であることに気付 意味を理解し

くようにする。 ている。

（観察、プリ

ント）

６ 振り返りをする 3

○振り返りをすることにより、本時の学習のねら

いを達成し、次時につながる考え方や知識を整理

【学習の振り返りの例】 できるようにする。

(4) 評価

①「十分満足できると判断される」生徒の姿

考 具体的な事象の中にある二つの量の関係から、変化の割合についてグラフと関連づけて考

察している。

知 一次関数の変化の割合の意味を理解して、このことを説明できる。

②「努力を要すると判断される」生徒への指導及び支援

考 二つの区間が両方とも５ｋｍであることを確認した上で、同じ距離なら時間がどのようにな

ればペースが速いと言えるかを考えるように促すことにより、比較の方法に気付くようにする。

知 変化の割合の式の意味を考えることを促すことにより、変化の割合が「χが１増えたときの

ｙの増加量」であることに気付くようにする。

説明１「単位量あたりの考えは、１次関数のとき、変化の割合といいます。

変化の割合は、（ｙの増加量）÷（χの増加量）で求めます。」

指示４「①学習したこと②使った考え方③その考え方を使って問題解決したと

きの感想の視点で振り返りをしよう。」

発問４「変化の割合は、どんな意味がありますか。」

1分間に進む距離

だよ！

この場合は、速

さのことだよ！
χが1増えたときに、ｙがどれだ

け増えるかを表しているんだよ！

①変化の割合 ②変化の割合の考え、最小公倍数の考え

③変化の割合の考えは、どんなときでも使えて便利だし、グラフの考えは見てすぐわ

かる。両方のよさをいかして、使いわけたい。


